
日
本
原
燃
・
広
報
部
広
報

計
画
舘
花
浩
丈
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー

市
民
ー
職
員
で
は
な
い
溶

接
工
事
会
社
の
現
場
監
督

が
口
頭
で
作
業
員
に
弁
の

閉
鎖
を
指
示
し
た
と
い
う

が
、
閉
鎖
後
の
確
認
は
ど
う

し
た
の
か

回
答
「
そ
の
作
業
員
が
弁
を

閉
じ
た
か
の
確
認
は
未
だ

確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
」

市
民
ー
安
全
上
重
要
な
施

設
の
部
屋
に
数
百
人
の
作

業
員
や
職
員
が
自
由
に
入

退
室
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

危
機
管
理
上
あ
ま
り
に
杜

撰
で
は
な
い
か
。

市
民
ー
事
業
所
全
体
で
、
廃

液
の
危
険
性
を
本
当
に
し

っ
か
り
と
認
識
し
て
い
る

の
か
？
問
題
を
小
さ
く
扱

っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？

回
答
「
社
長
・
上
層
部
に

皆
さ
ん
の
意
見
を
伝
え
ま

す
」

六
ヶ
所
村
原
子
力
対
策
課

葛
西
尚
人
課
長
・
課
員

市
民
ー
原
燃
は
事
故
を
重

大
な
こ
と
と
捉
え
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
か
？

回
答
「
村
と
し
て
今
回
の

事
故
は
Ａ
情
報
＊
と
捉
え

遺
憾
の
意
を
伝
え
た
。
真

摯
な
安
全
対
策
を
求
め
て

い
る
。
情
報
を
集
め
、
立

ち
入
り
検
査
を
行
う
な
ど

監
視
を
強
め
る
」

《天恵の海》
２０２2（令和 4 年）

８月 １３日
第２３６号

編集事務局 S.Oshida
ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》

http://sanriku.my.coocan.jp
《本紙の全バックナンバー掲載》

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
な
ど
全
国
の
三
六
市
民
団
体
（
提
出

七
、
賛
同
二
九
）
は
八
月
五
日
、
六
ヶ
所
村
の
日
本
原
燃
に

赴
き
、
増
田
尚
宏
社
長
に
、
廃
液
供
給
液
槽
八
時
間
の
冷
却

機
能
喪
失
事
故
へ
の
「
抗
議
と
質
問
状
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

団
体
を
代
表
し
て
地
元
六
ケ
所
村
在
住
の
菊
川
慶
子
さ

ん
が
「
今
回
の
事
故
を
聞
い
て
蒸
発
乾
固
す
れ
ば
爆
発
の
危

険
が
あ
り
恐
怖
感
が
募
っ
た
。
日
本
原
燃
は
全
力
で
安
全
策

を
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
す
る
文
面
を
読
み
上
げ
、
広
報
部

の
舘
花
浩
丈
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

更
に
市
民
団
体
は
、
六
ケ
所
村
役
場
を
訪
問
し
戸
田
衛
村

長
宛
の
要
請
書
を
、
葛
西
尚
人
原
子
力
対
策
課
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。
当
日
、
青
森
県
内
新
聞
社
２
社
が
取
材
し
ま
し
た
。

（赤丸）ガラス溶融炉の２つ手前

の「供給液槽」が冷却を喪失

巨
大
事
故
の
危
険
の
自
覚
を
！

増
田
尚
宏
原
燃
社
長
に
糺
し
た
い

訪
問
し
た
市
民
は
、
「
原
燃
報
告
書
に
は

数
々
の
不
明
な
点
が
あ
る
。
な
ぜ
該
当
仕
切

弁
が
閉
じ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
八
時

間
も
の
間
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
の
か
？
」

「
蒸
発
乾
固
に
至
り
さ
ら
に
制
御
不
能
に

な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
？
」
「
二
系
列
冷

却
の
一
方
を
止
め
て
ま
で
行
っ
て
の
工
事

と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」
な
ど
を
挙
げ
て
事

業
者
の
真
摯
な
回
答
を
得
た
い
と
申
し
入

れ
ま
し
た
。

広
報
部
舘
花
氏
は
「
社
長
に

確
か
に
伝
え
ま
す
。
二
週
間
く
ら
い
で
回
答

出
来
る
か
ど
う
か
を
返
答
し
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

原
燃
へ
の
抗
議
文
を

読
む
市
民
代
表

市
民
団
体
代
表
は
、
同
日
、

六
ケ
所
村
役
場
を
訪
問
し
、
戸

田
衛
村
長
に
「
村
民
、
再
処
理

工
場
従
業
員
、
周
辺
道
府
県
の

人
々
を
避
難
民
と
し
な
い
た
め

に
、
日
常
的
に
日
本
原
燃
へ
安

全
を
求
め
厳
し
く
監
督
す
る
こ

と
を
求
め
ま
す
」
と
す
る
要
請

書
を
提
出
し
ま
し
た
。



抗
議
文
（
要
旨
）

私
達
市
民
団
体
は
六
ケ

所
再
処
理
工
場
の
重
大
事

故
の
発
生
を
憂
慮
し
て
い

る
。
再
処
理
工
場
は
原
発
と

は
異
な
り
、
大
量
の
放
射
性

物
質
を
抱
え
、
常
時
冷
却
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
レ

ベ
ル
廃
液
を
貯
蔵
し
て
い

る
危
険
な
巨
大
化
学
工
場

だ
か
ら
で
あ
る
。
今
回
の
事

故
は
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液

と
、
さ
ら
に
ア
ル
カ
リ
濃
縮

廃
液
、
不
溶
解
残
渣
廃
液
を

含
む
混
合
廃
液
貯
槽
の
冷

却
喪
失
で
あ
り
、
乾
固
後
爆

発
の
危
険
も
あ
り
、
恐
怖
感

が
募
る
。
二
冷
却
系
の
一
つ

が
工
事
で
停
止
し
て
い
る

中
、
人
為
ミ
ス
で
八
時
間
も

冷
却
機
能
が
停
止
す
る
と

い
う
事
故
が
い
と
も
簡
単

に
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
貴
社

の
防
災
姿
勢
が
杜
撰
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
憤

り
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
の
よ

う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
危

険
な
放
射
性
廃
液
な
ど
を

扱
う
再
処
理
工
場
を
運
転

す
る
資
格
が
な
い
と
断
じ
、

厳
し
く
抗
議
す
る
。

質
問
状
（
要
旨
）

質
問
に
つ
い
て
一
ヵ
月
以

内
に
文
書
で
ご
回
答
く
だ
さ

い
。
受
け
取
り
に
参
上
い
た
し

ま
す
の
で
意
見
交
換
の
場
を

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅰ

供
給
液
槽
Ｂ
に
含
ま

れ
て
い
た
高
レ
ベ
ル
廃
液

に
つ
い
て

▲
廃
液
１
立
方
ｍ
に
含

ま
れ
て
い
た
核
種
名
と
放

射
能
量
（
ベ
ク
レ
ル
）
。
▲

供
給
液
槽
Ｂ
の
当
日
の
貯

蔵
量
が
蒸
発
乾
固
に
至
る

ま
で
の
環
境
に
放
出
さ
れ

る
核
種
と
そ
の
放
射
能
量
。

▲
有
機
物
（
ノ
ル
マ
ル
ド
デ

カ
ン
他
）
の
量
▲
供
給
液
槽

Ｂ
に
含
ま
れ
て
い
た
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
の
放
射
能
量
。

▲
こ
の
貯
槽
は
、
蒸
発
乾
固

後
に
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な

経
過
を
た
ど
る
の
か
？

生
成
し
た
錯
体
や
硝
酸
塩

が
爆
発
し
た
場
合
、
最
悪
の

放
出
放
射
能
量
は
ど
れ
く

ら
い
か
？

Ⅱ

「
時
系
列
」
に
つ
い
て

【
一
八
時
五
〇
分
頃
】
当
直

員
Ａ
が
ポ
ン
プ
Ｂ
出
口
流

量
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
事
に
つ
い
て
。

▲
な
ぜ
総
括
当
直
長
は

流
量
低
下
を
「
配
管
の
ど
こ

か
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
？
」
と
考
え
ず
に

「
漏
洩
」
の
み
を
疑
っ
た
の

か
？
▲
供
給
液
槽
Ｂ
の
廃

液
温
度
は
一
五
時
三
〇
分

こ
ろ
か
ら
一
八
時
五
〇
分

頃
ま
で
直
線
的
に
上
昇
し

て
お
り
有
意
な
上
昇
と
判
断

出
来
た
の
で
は
な
い
か
？

【
二
二
時
〇
〇
分
頃
】
当

直
員
が
冷
却
対
象
七
貯
槽

の
う
ち
供
給
液
槽
Ｂ
の
廃

液
温
度
だ
け
が
約
５
℃
平

常
よ
り
高
い
こ
と
を
発
見

報
告
。
【
二
三
時
四
三
分
】

供
給
液
槽
Ｂ
の
仕
切
弁
閉

鎖
確
認
に
つ
い
て

▲
十
八
時
五
〇
分
か
ら

依
然
と
し
て
流
量
低
下
が

続
い
て
い
た
が
、
二
二
時
〇

〇
分
に
な
っ
て
よ
う
や
く

供
給
液
槽
Ｂ
の
温
度
上
昇

が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
同

貯
槽
の
冷
却
液
流
量
の
点

検
と
弁
の
開
閉
状
態
の
徹

底
確
認
が
指
示
さ
れ
た
。
各

貯
槽
の
冷
却
水
流
量
を
な

ぜ
す
ぐ
に
確
認
し
な
か
っ

た
の
か
、
測
定
し
て
い
な
か

っ
た
の
か
？

Ⅲ

調
査
結
果
か
ら

供
給
液
槽
Ｂ
の
Ｂ
系
列
の

冷
却
水
仕
切
弁
を
誤
っ
て

閉
鎖
し
た
こ
と
に
つ
い
て

▲
二
つ
あ
る
冷
却
系
の

う
ち
Ａ
系
列
を
停
止
し
て

い
る
の
に
特
別
警
戒
体
制

が
敷
か
れ
ず
四
時
間
ご
と

の
メ
ー
タ
ー
確
認
で
済
ま

せ
た
の
は
何
故
か
。
▲
経
営

層
、
一
般
職
員
、
協
力
会
社

作
業
員
な
ど
全
体
と
し
て

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
複
数
冷

却
の
意
味
を
し
っ
か
り
理

解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
な

い
が
、
い
か
が
か
。

Ⅳ

計
測
器
の
設
置
、
廃
液

の
温
度
に
つ
い
て

▲
七
つ
の
貯
槽
二
つ
の

冷
却
器
に
は
各
々
冷
却
水

の
流
量
計
と
温
度
計
が
設

置
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ⅴ

対
策
に
つ
い
て

▲
担
当
課
を
設
け
て
、
社

内
・
関
連
事
業
者
と
の
緊
密

な
連
絡
体
制
を
作
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ⅵ

そ
の
他

▲
大
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
は
多
様
な
ト
ラ
ブ
ル

が
同
時
多
発
す
る
が
、
対
応

で
き
る
の
か
。
▲
東
海
再
処

理
工
場
の
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
高

レ
ベ
ル
廃
液
の
危
険
性
を

認
め
、
リ
ス
ク
低
減
策
を
検

討
し
た
。
貴
社
も
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

（６月１９日）
冷却水Ａ系を、工事のため計画的に停止し、Ｂ

系のみでの冷却開始

７月２日

１５時３１分冷却水流量低下

１８時５０分頃 当直員Ａは冷却Ｂ系のポン

プＢの出口水量がやや低下しているがその後

安定していると確認。廃液温度も約２５℃～

３０℃付近であると当直長Ａへ報告し、更に

総括当直長Ａに報告された。総括当直長Ａは

冷却Ｂ系の冷却ラインからの漏洩を疑いその

有無を点検するよう指示。

２２時００分頃 当直員Ａは冷却するべき７

廃液貯槽のうち【供給液槽Ｂ】の廃液温度だ

けが約５℃平常より上昇し通常とは違うこと

を確認し当直長Ａへ報告しさらに総括当直長

Ａへ。総括当直長Ａは温度上昇と流量低下か

ら供給槽Ｂラインの徹底点検と弁の開閉状態

確認を指示。

２３時４３分 当直員ＣとＤは供給液槽Ｂの

安全冷却水の仕切弁の閉鎖を発見し当直長Ａ

へ報告さらに総括当直長Ａに報告された。

２３時４４分 総括当直長Ａは当直長Ａに供

給液槽ラインの仕切弁の全開を指示し 当直

長Ａは、当直員ＣとＤに指示し該当仕切弁を

全開とした。

２３時５０分 供給液槽Ｂの液温は３２度を

最高に低下し始めた。

７月３日

００時３０分頃次直へ引継ぎ完了。

０２時２６分 統括当直長Ｂがこの「冷却

機能喪失」はＡ情報＊と判断。

＊「Ａ情報」とは 使用済み燃料の再処理の事業に

関する規則第十九条の十六（事故故障の報告）に係

る「トラブル等対応要領」による。

提
出
七
団
体

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
（
六
ケ
所
村
）
Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
八
戸
市
）
六

ケ
所
村
の
新
し
い
風
（
青
森
市
）
大

間
と
私
た
ち
・
未
来
に
つ
な
が
る
会

（
函
館
市
）
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
（
宮
古
市
）
三
陸
の
海
を
放
射

能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
（
盛
岡
市
）

三
陸
・
宮
城
の
海
を
放
射
能
か
ら
守

る
仙
台
の
会
（
仙
台
市
）

賛
同
団
体
（
提
出
二
九
団
体
）

【
東
北
】
七
団
体
【
関
東
】
八
【
北

陸
】
一
【
中
部
】
三
【
関
西
】
六
【
四

国
】
一
【
九
州
】
三

団
体
名
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

花
と
ハ
ー
ブ
の
里

菊
川
慶
子

上
北
郡
六
ヶ
所
村
倉
内
笹
崎

電
話

〇
一
七
五
ー
七
四
ー
二
五
二
二

三
陸
の
海
・
岩
手
の
会

永
田
文
夫

盛
岡
市
山
岸

電
話

〇
一
九
ー
六
六
一
ー
一
〇
〇
二


